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町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
令
和
８
年
の

新
春
を
お
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
あ
け
ま
し
て

新
年
あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

町
民
の
皆
さ
ま
、
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

令
和
８
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
町
議
会
を
代
表
し
て

謹
ん
で
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

町長　渡辺　俊一

議長　髙橋　秀樹

　
昨
年
は
、
大
阪
・
関
西
万
博
の
開
催
や
第

27
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
執
行
、
日
本

で
は
初
と
な
る
女
性
首
相
の
誕
生
な
ど
大
き

な
動
き
の
あ
っ
た
１
年
と
な
り
ま
し
た
。

　
本
町
に
お
い
て
は
、
町
民
の
皆
さ
ま
を
は

じ
め
関
係
者
各
位
の
温
か
い
ご
支
援
の
下
、

計
画
し
て
い
た
各
種
事
業
を
順
調
に
推
進
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ご
理
解
と
ご
協
力

に
心
か
ら
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
り
ま
す
農
業
で
は
、

高
温
、
小
雨
の
影
響
を
受
け
つ
つ
も
、
畑
作

物
は
総
じ
て
平
年
作
を
確
保
で
き
ま
し
た
。

酪
農
畜
産
に
お
い
て
は
、
和
牛
素
牛
価
格
は

堅
調
に
推
移
し
て
い
る
も
の
の
、
猛
暑
に
よ

り
夏
場
の
乳
生
産
量
が
大
き
く
減
少
す
る
な

ど
、
近
年
の
気
候
変
動
に
よ
る
天
候
不
順
が

農
業
経
営
に
甚
大
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、

さ
ら
に
、
燃
油
や
飼
料
・
肥
料
な
ど
の
生
産

資
材
価
格
の
高
止
ま
り
に
よ
り
、
農
業
を
取

り
巻
く
環
境
は
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
お
り
ま
す
。

　
一
方
で
ふ
る
さ
と
納
税
に
お
い
て
は
、
令

和
７
年
度
の
納
税
額
が
６
年
ぶ
り
に
１
億
円

を
突
破
す
る
見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。
今
後

　
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日

頃
か
ら
議
会
に
対
し
、
温
か
い
ご
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
現
在
、
全
国
的
に
少
子
高
齢
化
が
問
題
視

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
当
町
も
同
様
に
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
令
和
７
年
11
月

末
現
在
の
人
口
が
５
７
８
８
人
と
、
年
間
約

２
０
０
人
近
い
人
口
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

こ
の
問
題
は
労
働
力
不
足
、
高
校
の
存
続
問

題
、
町
の
疲
弊
な
ど
、
各
分
野
に
大
き
な
弊

害
が
生
ま
れ
ま
す
。
こ
の
大
き
な
課
題
に
ど

の
よ
う
に
立
ち
向
か
う
か
、
町
議
会
と
し
て

も
人
口
減
少
を
少
し
で
も
緩
や
か
に
さ
せ
る

べ
く
町
に
政
策
提
言
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
前
回
選
挙
に
お
い
て
初
の
無
投
票
と

な
り
、
議
会
議
員
の
成
り
手
不
足
も
深
刻
さ

を
増
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
事
に
対
応
す
べ

く
議
員
定
数
・
報
酬
の
調
査
特
別
委
員
会
を

設
置
し
、
９
月
議
会
に
は
一
定
の
方
向
性
を

お
示
し
す
る
た
め
に
現
在
協
議
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

　
昨
年
、
行
政
の
協
力
を
得
て
議
会
主
導
で

「
こ
ど
も
議
会
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

主
権
者
教
育
の
一
環
と
し
て
、
足
寄
中
学
校

も
町
の
魅
力
を
よ
り
多
く
の
方
に
知
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
特
産
品
を
活
用
し
た
魅
力

の
あ
る
返
礼
品
の
開
発
に
も
力
を
入
れ
、
地

域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
施
設
整
備
に
お
い
て
は
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
「
あ
ゆ
み
の
園
」
を
移
転
新
築
し
て

供
用
を
開
始
し
た
ほ
か
、
老
朽
化
し
た
「
旭

町
母
と
子
の
家
」
に
代
わ
る
新
た
な
地
域
の

拠
点
施
設
と
な
る
「
旭
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
」
も
ま
も
な
く
完
成
を
迎
え
ま
す
。

　
ま
た
子
育
て
支
援
策
や
足
寄
高
校
の
存
続

支
援
等
を
引
き
続
き
実
施
し
、
町
民
の
皆
さ

ま
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
も
足
寄
町
第
７
次
総
合
計
画
を
着
実

に
推
進
し
「
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
豊

か
で
活
気
あ
ふ
れ
る
ま
ち
あ
し
ょ
ろ
」
の
実

現
に
向
け
、
全
力
で
町
政
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
結
び
に
、
新
し
い
年
が
町
民
の
皆
さ
ま
に

と
っ
て
幸
多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
心
か
ら

ご
祈
念
を
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

３
年
生
に
議
員
に
な
っ
て
も
ら
い
、
い
ろ
い

ろ
な
足
寄
町
の
課
題
を
生
徒
自
ら
考
え
一
般

質
問
を
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
我
が
町
の

事
を
考
え
、
真
摯
に
課
題
に
向
き
合
う
姿
勢

は
、
将
来
必
ず
生
徒
自
身
の
力
に
な
っ
て
く

れ
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
議
会
報
告
会
、
町
民
と
の
意
見
交
換
会
、

各
団
体
と
の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
、
各
団

体
が
直
面
す
る
課
題
を
お
聞
き
し
、
情
報
共

有
を
図
り
今
後
の
議
会
活
動
に
反
映
さ
せ
る

と
と
も
に
、
懇
談
の
開
催
方
法
に
つ
い
て
も

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
町
が
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
Ｄ

Ｘ
に
お
い
て
も
、
議
会
と
し
て
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
取
り
入
れ
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
議
会
と
し
て
は
今
後
も
足
寄
町
の
抱
え
る

課
題
に
正
面
か
ら
向
き
合
っ
て
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
本
年
が
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
明
る

い
未
来
と
希
望
に
満
ち
た
１
年
で
あ
り
ま
す

こ
と
を
祈
念
し
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

公 表

令
和
６
年
度
足
寄
町
の

健
全
化
判
断
比
率
等
に
つ
い
て

　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健

全
化
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、

地
方
公
共
団
体
は
毎
年
度
、
健
全

化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率
を

監
査
委
員
の
審
査
を
受
け
た
後
に

議
会
へ
報
告
し
、
住
民
に
公
表
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
地
方
公
共
団
体
は
、
健
全
化
判

断
比
率
に
よ
り
「
健
全
段
階
」「
早

期
健
全
化
段
階
」「
財
政
再
生
段
階
」

の
３
段
階
に
区
分
さ
れ
ま
す
。
早

期
健
全
化
段
階
、
財
政
再
生
段
階

に
な
っ
た
場
合
に
は
財
政
健
全
化

計
画
等
を
定
め
、
計
画
に
従
っ
て

健
全
化
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
公
営
企
業
会
計
の

資
金
不
足
比
率
が
経
営
健
全
化
基

準
を
超
え
た
場
合
に
は
、
経
営
健

全
化
計
画
を
定
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

健
全
化
判
断
比
率

　
健
全
化
判
断
比
率
に
は
、
次
の

四
つ
の
指
標
が
あ
り
ま
す
。

・
実
質
赤
字
比
率

　
地
方
公
共
団
体
の
一
般
会
計
等

の
赤
字
の
程
度
を
指
標
化
し
、

財
政
運
営
の
深
刻
度
を
示
し
て

い
ま
す
。

・
連
結
実
質
赤
字
比
率

　
全
て
の
会
計
の
赤
字
や
黒
字
を

合
算
し
て
地
方
公
共
団
体
全
体

と
し
て
の
赤
字
の
程
度
を
指
標

化
し
、
地
方
公
共
団
体
全
体
と

し
て
の
運
営
の
深
刻
度
を
示
し

て
い
ま
す
。

・
実
質
公
債
費
比
率

　
借
入
金
の
返
済
額
お
よ
び
こ
れ

に
準
じ
る
額
の
大
き
さ
を
指
標

化
し
、
資
金
繰
り
の
危
険
度
を

示
し
て
い
ま
す
。

・
将
来
負
担
比
率

　
地
方
公
共
団
体
の
一
般
会
計
の

借
入
金
や
将
来
支
払
っ
て
い
く

可
能
性
の
あ
る
負
担
な
ど
、
現

時
点
で
の
残
高
の
程
度
を
指
標

化
し
、
将
来
財
政
を
圧
迫
す
る

可
能
性
が
高
い
か
ど
う
か
を
示

し
て
い
ま
す
。

資
金
不
足
比
率

　
公
営
企
業
会
計
の
資
金
不
足
を
、

料
金
収
入
等
と
比
較
し
て
指
標
化

し
、
経
営
状
況
の
深
刻
度
を
示
す

も
の
で
す
。

算
定
の
結
果

　
令
和
６
年
度
決
算
の
各
比
率
に

つ
い
て
は
、
表
の
通
り
で
す
。

　
早
期
健
全
化
基
準
お
よ
び
経
営

健
全
化
基
準
を
下
回
っ
て
い
る
た

め
、
健
全
段
階
と
な
っ
て
い
ま
す
。

詳　
細　
役
場
総
務
課
財
政
担
当

�

☎
28

－

３
８
５
０

健全化判断比率

資金不足比率

項　　　　　　　　目 足寄町の比率 早期健全化基準 財政再生基準

実 質 赤 字 比 率 ― 　１４. ４６％ ２０. ００％

連 結 実 質 赤 字 比 率 ― 　１９. ４６％ ３０. ００％

実 質 公 債 費 比 率 １１. ５％ 　２５. ００％ ３５. ００％

将 来 負 担 比 率 ― ３５０. ００％

※実質赤字比率と連結実質赤字比率は赤字額がなく、将来負担比率は該当がないため「―」
と表示しています。

※全ての会計で資金不足額がないため「―」と表示しています。

※総務省や北海道
のホームページ
で地方公共団体
財政健全化法関
係資料をご覧い
ただけます。

会計名 足寄町の比率 経営健全化基準

上 水 道 事 業 会 計 ―

　２０. ００％
国民健康保険病院事業会計 ―

下 水 道 事 業 会 計 ―

簡 易 水 道 特 別 会 計 ―



552026.１2026.１
広報あしょろ広報あしょろ

写真画像のデータをご希望の方は広報広聴担当まで

44 2026.１2026.１
広報あしょろ広報あしょろ

町ホームページのあしょろルポでは、取材写真
を多数掲載しています。ぜひご覧ください。

　町営温泉浴場「銀河の湯あしょろ」の累計
利用者が10万人を達成しました。節目の来場
者となった久保田正さんは「毎日通っている。
10万人目になれてありがたい」と話しました。
　また久保田さんとその前後の方には丸山晃徳
副町長と指定管理者㈱オカモトの黒川明彦専
務執行委員から風呂おけやシャンプー、リン
スを詰め合わせた記念品が贈られました。

銀河の湯あしょろ来場者10万人

11/2311/23

　町出身の高橋大悟さん（星槎国際高校帯広３
年）がジュニアワールドカップスピードス
ケートミラノ大会（11月29日～30日、イタ
リアミラノ）に出場し、５００メートル男子
ジュニアで銀メダルを獲得しました。
　高橋さんは「メダルは狙っていました。今は
うれしい気持ちでいっぱい」と喜びを語りま
した。

ジュニアW杯で銀メダル

　第46回足寄町女性のつどい（同実行委員会
主催）が町民センターで開催され、約80人が
参加しました。本年度は株式会社ＧＯＢＯＵ
簗瀬寛代表取締役による講演「ごぼう先生の
笑顔を作る健康体操」が行われたほか、有限
会社ダイコウ商産二川弘子代表取締役が「ど
う分ける？家庭のごみ」と題し、ごみの分別
方法などについて話しました。

第46回女性のつどい 11/3011/30

12/312/3

11/2711/27

消防署の仕事を学ぶ足寄小学校、螺湾小学校、芽登小学校の３年生が
社会科見学の一環で足寄消防署を訪れました。

12/412/4

Ashoro Information
　　　まちのお知らせと情報

あしょろ　インフォメーション

町児童館「あしょべーる」利用案内および
学童保育所の利用児童の募集について

詳　細　役場こども・健康課子どもセンター　☎２５－２５７４

■町児童館「あしょべーる」（南６条２丁目）
対 象 者　町内の小学生以下の児童が対象です。小学校就学前の児童については保護者等の同伴が

必要です。
利用方法　①自由来館：放課後、一度家に帰宅してから来館します。
　　　　　②ランドセル来館：スクールバスを利用して登校している児童を対象に、学校から直接
　　　　　児童館へ来館できる制度です。
利用時間　①月～金曜日：午後１時から５時まで
　　　　　②土曜日：午前10時から正午まで
休 館 日　日・祝日、年末年始（12月29日～１月３日）
利用登録　年１回、お子さんの名前・連絡先などの登録が必要です。

■学童保育所（町児童館「あしょべーる」内）
対 象 者　小学１年生～６年生（保護者の就労等が必須要件です）
利用時間　①学校登校日（月～金曜日）：下校時から午後６時まで
　　　　　②土曜日：午前８時から正午まで（要事前予約）
　　　　　③長期休業日・学校の振替休校日：午前８時から午後６時まで
休 所 日　日・祝日、年末年始（12月29日～１月３日）
保 育 料　月額3,500円（保育料無償化事業実施につき実質無料）
募集期間　２月10日㈫まで
※各申請書類は子どもセンターまたは児童館（学童保育所）で１月16日から配布します（町ホーム
ページにも掲載）。
※申請書類は子どもセンターまたは児童館まで提出してください。

交通安全指導員を募集しています

　交通安全指導員は、足寄町長からの辞令を受け、児童・生徒の通学および町内各種事業において
交通安全の指導・啓発・普及を行っています。現在、11人の指導員が活動していますが、町内全域
で行う取り組みに対し、人数が足りていない状況です。今後も継続した交通安全活動を推進してい
くためにも、新しい指導員を募集しています。興味を持たれた方はぜひご連絡ください。
取り組み内容
①新入学児童街頭指導（入学式から５日間）
　　朝７時30分から８時30分まで、芽登小学校、足寄小学校、中学校、高校に新入学した児童・生
　徒の見守りと指導を実施。※螺湾・大誉地小学校については、指導員不在のため未実施。
②定例街頭指導（毎月１日と15日）
　朝７時30分から８時30分まで、足寄小中高等学校の児童および生徒の見守りと指導を実施。
③町内小中学校での交通安全教室や町内各種イベントでの交通整備や指導を実施
※街頭指導のみ行いたいという希望があれば、対応いたしますので、気軽にお問合せください。
募集期間　随時受付
募集人数　若干名
そ の 他　応募資格や報酬等についてはお問い合わせください。

詳　細　役場住民・出納課住民生活担当　☎２８－３８５８
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Ashoro Information
まちのお知らせと情報

あしょろ　インフォメーション

確定申告のお知らせ

予約フォーム

申告受付期間
　２月16日㈪～３月16日㈪の開庁日、午前９時～午後３時（正午～午後１時を除く）
申 告 会 場　役場会議室１
申告対象者　
　令和８年１月１日現在において町内に住所を有し、所得税、町・道民税、
国民健康保険税の申告が必要な方（不明な点がありましたらお問い合わせ
ください）。
※医療費控除の明細書・各種収支内訳書の事前の作成をお願いします。
※「仕事をしていなかった」などの理由により無収入だった方でも、住民
　税申告をする必要がありますので、その旨をご連絡ください。
予約受付期間　２月２日㈪～３月12日㈭
※�混雑緩和のため、申告受け付けは完全予約制とします。予約が埋まり次第、受け付けを終了しま
すのでお早めに申し込みください。
※希望日の２開庁日前までに予約をしていただきますようお願いします。
※受付期間終了後は、ｅ –Ｔａｘまたは税務署で申告をしてください。
予 約 方 法

①予約フォームから申し込み
メールアドレスが必要です。
予約フォームＵＲＬ
https://logoform.jp/form/
CUbK/782665

②必要事項を入力し、送信
　予約確定メールを受け取る。
※予約確定メールが予約票と
なります。

※インターネットの利用ができない場合は、役場住民・出納課税務室までお電話いただき「確定申
告の予約をしたい」旨をお伝えください。電話での確定申告の予約・お問い合わせは平日午前８
時35分から午後５時まで受け付けしています。

■ｅ - Ｔａｘ（電子申告）国税庁ホームページをご利用ください
　国税庁ホームページでは、スマートフォンやパソコンなどから、所得税の確定申告書を作成し、
ｅ -Ｔａｘ（電子申告）等で提出することができますので、ぜひご自宅での申告書の作成・提出を
お願いします。詳しくは国税庁のホームページをご確認ください。

◎足寄町の国民健康保険加入者の方へ
　医療費のお知らせは、１月診療分から９月診療分までを送付しています。10～11月診療分に
ついては２月上旬に送付予定です。12月診療分については確定申告の期間終了後に発送予定の
ため、医療機関からの領収書に基づき「医療費控除の明細書」を作成してください。
　医療費のお知らせについては、住民・出納課保険担当（☎２８－３８５７）までご相談くだ
さい。

詳　細　役場住民・出納課課税担当　☎２８－３８５９

国税庁ホームページ ｅ－Ｔａｘホームページ

Ashoro Information
　　　まちのお知らせと情報

あしょろ　インフォメーション

国保病院からのお知らせ
計良医師（開西病院）の整形外科診療を開始しました

　11月から月２回、第１・第３火曜日を基本として、開西病院の計良基治（けいらもとはる）医師
の診療を開始しました。
　計良医師は、平成10年に新得町で「けいら整形外科医院」を開業し、十勝
地域を中心に長年にわたり整形外科専門医としてご活躍されてます。北斗病
院整形外科顧問などを経て、現在は開西病院に勤務されています。
　計良医師の専門は下肢疾患（膝・足関節）のほか、日本スポーツ協会公認
のスポーツドクターとして、スポーツ医学に基づく豊かなノウハウを持ち、
選手のケガや故障をサポートすることもできます。少年団や部活動における
体の不調などについてもぜひお気軽にご相談ください。
　なお、現在の整形外科の外来診療体制は下記のとおりです。

詳　細　町国民健康保険病院　☎２５－２１５５

人間ドックおよび胃カメラ胃がん検診費用の助成について

　町では、疾病の早期発見と早期治療を目的に町国保病院人間ドックの検査費用および胃カメラに
よる胃がん検診費用の一部の助成を行っています。
対象者　町内在住の40歳以上の人で下記に当てはまる人
・足寄町国民健康保険または後期高齢者医療制度の加入者
・上記以外の健康保険（被用者保険等）の加入者のうち被扶養者
自己負担および助成内容
・人間ドック　自己負担２０，０００円（町から２１，１９５円助成）
　※国保特定健診対象の方は受診券使用による割引があります。
・胃カメラによる胃がん検診　自己負担３，０００円（町から１３，１２６円助成）
人間ドック健診内容
・�身体測定、血液・尿・肺機能・視力・聴力検査、心電図、腹部エコー、胸レントゲン検査、便潜
血検査、胃カメラ検査　※胃バリウム検査は助成対象外です。
申し込み方法
・こども・健康課保健推進担当へ申し込みください。町からクーポン券を発行します。
・クーポン券受け取り後、ご自身で町国保病院へ連絡し、受診日を調整し予約してください。
申込期日　令和８年２月27日㈮まで
そ の 他
・受診結果は病院から町にも通知されます。個人情報は健康づくりの目的以外には使用しません。
・�人間ドックの費用助成を受けた場合は、同年度内の脳ドックやその他ＰＥＴがん検診等の助成は
受けられません。

申込先・詳細　役場こども・健康課保健推進担当　☎２５－２５７１

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

毎週午後１時～４時
伊賀医師

第１・３週午後２時～５時
計良医師（開西病院）

なし なし 毎週午後１時～４時
伊賀医師第２・４週午後２時～（予約制）

細川医師（開西病院）
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令
和
７
年
度
総
合
開
発
審
議
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

　
町
で
は
、
地
域
の
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
、
足
寄
町

総
合
開
発
審
議
会
（
丸
山
勝
由
会
長
）
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
11
月
27

日
に
開
催
さ
れ
た
審
議
会
で
は
、
町
長
の
諮
問
に
応
じ
、
足
寄
町
第
７

次
総
合
計
画
実
施
計
画
（
令
和
８
～
10
年
度
）
に
つ
い
て
審
議
し
た
結

果
、
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
審
議
に
関
連
し
て
発
言
の
あ
っ
た
各
専
門
部
会
か
ら
の

意
見
・
要
望
の
要
旨
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
い
た
だ
い
た
意
見
・
要
望
に
つ

い
て
は
、
審
議
会
で
承
認
さ
れ
た

実
施
計
画
と
併
せ
て
、
本
年
度
以

降
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。

詳　
細

　
役
場
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
企
画

　
調
整
担
当

�

☎
28

－

３
８
５
１

・
物
価
高
騰
や
人
材
不
足
に
よ
り

さ
ら
に
事
業
費
が
増
額
と
な
る

可
能
性
が
あ
る
た
め
、
費
用
対

効
果
を
考
慮
し
再
考
も
含
め
て

丸山会長（写真左）から渡辺町長丸山会長（写真左）から渡辺町長
（写真右）への答申の様子（写真右）への答申の様子

　町では、新婚世帯の新生活に係る住居費用・リフォーム費用および引越費用の一部を助成します。
◆補助対象期間：令和７年４月１日～令和８年３月31日
◆対象世帯：次の①または②に該当し、かつ⑴～⑸の条件を全て満たす世帯

①令和７年１月１日から令和８年
３月31日までに婚姻届を提出し、
夫婦共に39歳以下および夫婦の
合計所得が５００万円未満

②前年度に本補助金の交付決定を
受け前年度の交付額が補助上限
額に達しなかった世帯

または

◆補助上限額：夫婦ともに29歳以下の世帯　60万円、
　　　　　　　それ以外の世帯　30万円
※上記②に該当する世帯は、前年度の補助上限額から前年度の交付額を差し引いた額が上限
◆対象経費：町内にある住居に対する、補助対象期間中の婚姻を機とした次の費用
・住宅取得費用（建物のみ）
・住宅賃貸費用（賃料、敷金、礼金、共益費、仲介手数料）
・住宅リフォーム費用（修繕、増築、改築、設備更新等の費用）
・引越費用（引越業者または運送業者へ支払った費用）
※予算額に達した時点で受け付けを終了します。
※対象経費の内容によって必要書類等が異なりますので、
　申請前にお問い合わせください。

詳　細　役場まちづくり推進課地方創生担当　☎２８－３８５１

結婚新生活支援
事業

適
切
に
事
業
を
執
行
し
て
ほ
し

い
。

・
花
い
っ
ぱ
い
運
動
に
お
い
て
自

治
会
員
の
高
齢
化
に
よ
り
実
施

が
困
難
な
地
域
も
あ
る
が
、
町

内
の
景
観
の
維
持
も
重
要
で
あ

る
こ
と
か
ら
実
施
方
法
を
再
考

し
て
ほ
し
い
。

＜条件＞
⑴住民票の住所が対象住居（町内）になっている
⑵他の公的制度による家賃補助を受けていない
⑶過去に本補助金の交付を受けたことがない
　※左記②の世帯を除く
⑷町税等の滞納がない
⑸町暴力団排除条例に規定する暴力団員でない

足寄町結婚新生活支援事業補助金
～新婚世帯の新生活を支援します～

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で

楽
し
い
毎
日
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か

　
仕
事
や
子
育
て
が
一
区
切
り
し
、
人
と
の

出
会
い
が
減
っ
た
と
感
じ
る
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
。
人
と
の
会
話
は
脳
を
活
性
化
さ
せ

る
効
果
が
あ
り
、
人
と
会
う
事
で
自
分
の
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
り
、
新
し
い
挑
戦
へ

の
き
っ
か
け
に
つ
な
が
る
事
が
あ
り
ま
す
。

短
い
時
間
で
も
出
会
い
は
人
生
に
お
い
て
と

て
も
重
要
な
の
で
す
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な

人
と
の
出
会
い
が
あ
り
ま
す
。
仕
事
仲
間
や

同
級
生
、
趣
味
の
仲
間
と
は
ま
た
違
っ
た
い

ろ
い
ろ
な
価
値
観
や
個
性
を
持
っ
た
人
か
ら

刺
激
や
元
気
を
も
ら
う
事
が
で
き
、
人
間
関

係
の
輪
が
広
が
り
ま
す
。
他
者
と
の
つ
な
が

り
を
深
め
る
こ
と
で
、
日
々
の
生
活
の
目
的

や
充
実
感
に
も
つ
な
が
り
健
康
を
保
つ
手
助

け
と
な
り
ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
メ
リ
ッ
ト

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
一
番
の
メ
リ
ッ
ト

は
「
人
と
会
う
」
と
い
う
事
で
す
。
他
者
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
ス
ト
レ
ス
軽
減

や
免
疫
力
向
上
に
寄
与
し
、
認
知
機
能
の
向

上
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
ま
た
人
と
話
す
こ
と
で
思
考
力
や
表
現
力

が
磨
か
れ
脳
の
健
康
を
維
持
し
、
孤
独
感
を

軽
減
し
、心
の
健
康
を
保
つ
助
け
と
な
り
ま
す
。

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
担
い
手
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。
ご

自
身
の
空
い
て
い
る
時
間
に
で
き
る
こ
と
を

で
き
る
範
囲
で
行
う
事
が
出
来
ま
す
。

　
ま
た
活
動
に
不
安
が
あ
る
方
で
も
事
前
に

研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
安
心
し

て
活
動
を
始
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

出
前
講
座
の
ご
案
内

　
町
で
は
老
人
福
祉
施
設
な
ど
の
指
定
施
設

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
と
、
ポ
イ
ン

ト
が
付
き
、
た
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
を
換
金
で

き
る
【
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
】
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
行
い
、
社
会
参
加
や
地
域
貢
献
を

す
る
こ
と
で
、
介
護
予
防
や
生
き
が
い
づ
く

り
に
役
立
て
る
事
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

対
象
者

　
町
内
に
お
住
い
の
40
歳
以
上
の
方
（
要
支

援
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
）

講
座
時
間　
30
分
～
１
時
間
程
度

日

時　
月
～
金
曜
日
、
午
前
９
時
～
午

　
　
　
　
　
後
５
時
（
祝
日
は
除
く
）

場

所　
町
内

　
　
　
　
　
（
指
定
の
場
所
に
伺
い
ま
す
）

費

用　
無
料

内

容

　
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
業
に
つ
い
て

町
お
も
ち
ゃ
病
院
の
ご
案
内

　
家
で
眠
っ
て
い
る
壊
れ
た
お
も
ち
ゃ
を
治

療
（
点
検
修
理
）
し
新
し
い
命
を
吹
き
込
む

こ
と
で
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
を
守
り
、
物
を

大
切
に
す
る
心
を
育
て
る
活
動
で
す
。

Ｑ
：
ど
ん
な
お
も
ち
ゃ
で
も
治
療
で
き
ま
す

　
か
。

Ａ
：
安
全
面
や
命
に
関
わ
る
も
の
、
骨
董
品
・

工
芸
品
な
ど
価
値
が
保
証
で
き
な
い
物
は

お
引
き
受
け
で
き
ま
せ
ん
。

Ｑ
：
治
療
は
誰
が
し
て
く
れ
ま
す
か
。

Ａ
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
治
療
を
行
い
ま
す
。

プ
ロ
で
は
な
い
の
で
治
ら
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
。

Ｑ
：
治
療
に
費
用
は
か
か
り
ま
す
か
。

Ａ
：
お
も
ち
ゃ
の
点
検
、
治
療
は
無
料
で
す
。

部
品
交
換
が
必
要
な
場
合
は
実
費
が
か
か

り
ま
す
。

Ｑ
：
点
検
や
治
療
に
時
間
は
か
か
り
ま
す
か
。

Ａ
：
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
に
よ
る
活
動
の
た

め
１
～
２
カ
月
ほ
ど
お
時
間
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

Ｑ
：
お
も
ち
ゃ
の
治
療
を
お
願
い
す
る
場
合
、

付
属
品
は
必
要
で
す
か
。

Ａ
：
壊
れ
た
部
品
の
か
け
ら
、
取
り
扱
い
説

明
書
、
Ａ
Ｃ
ア
ダ
プ
タ
ー
な
ど
も
一
緒
に

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
随
時
お
も
ち
ゃ

の
治
療
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

詳　
細

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
（
南
６

－

２
）

�

☎
28

－

０
７
２
２

　
平
日
：
午
前
８
時
35
分
～
午
後
５
時
５
分

　
役
場
高
齢
者
支
援
課
高
齢
者
福
祉
担
当

�

☎
28

－

３
８
５
４
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髙安ユミ子髙安ユミ子
消費生活相談員消費生活相談員

詳　
細

　
消
費
生
活
相
談
所�

☎
28

－

０
５
８
５

　
　
（
南
６

－
２　
町
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

　
　
平
日
：
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
30
分

　
役
場
住
民
・
出
納
課
住
民
生
活
担
当

�

☎
28

－

３
８
５
８

相
談
員
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

改
め
て
消
費
生
活
相
談
は
ど
ん
な
こ
と
が
相

談
で
き
る
の
か
、
お
さ
ら
い
を
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
消
費
生
活
相
談
は
「
事
業
者
と
消

費
者
と
の
間
で
結
ん
だ
「
契
約
」
に
つ
い
て

の
ト
ラ
ブ
ル
や
「
製
品
の
不
具
合
に
関
す
る

注
意
喚
起
や
事
故
報
告
」
を
扱
う
窓
口
で
す
。

業
務
内
容
は
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の
公
正
な

立
場
で
の
助
言
や
解
決
の
た
め
の
お
手
伝
い

を
行
い
ま
す
。
ま
た
消
費
者
被
害
の
未
然
防

止
の
た
め
出
前
講
座
や
パ
ネ
ル
展
等
で
啓
発

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
：
町
内
で
の
相
談
の
件
数
や
傾
向
は
ど
う

　
な
っ
て
い
ま
す
か
？

Ａ
：
こ
こ
数
年
の
相
談
件
数
は
30
件
前
後
で

　
推
移
し
、
訪
問
販
売
や
電
話
勧
誘
販
売
・

　
通
信
販
売
に
関
す
る
も
の
が
多
く
寄
せ
ら

　
れ
て
い
ま
す
。
首
都
圏
な
ど
で
の
相
談
に

　
似
た
事
例
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
最
近
は
自
営
業
の
方
か
ら
の
相
談
も
あ
り

　
ま
す
。た
だ
し
、事
業
者
同
士
の
取
引
は「
商

　
法
」
で
の
解
決
に
な
り
ま
す
の
で
消
費
生

　
活
相
談
と
し
て
は
情
報
提
供
と
し
て
受
け

　
付
け
た
り
、
弁
護
士
相
談
等
の
連
絡
先
を

　
案
内
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
：
事
業
者
同
士
の
場
合
、
助
言
は
受
け
ら

　
れ
ま
せ
ん
か
？

Ａ
：
相
談
に
よ
っ
て
は
聞
き
取
り
後
に
広
く

　
一
般
的
な
解
決
事
例
を
紹
介
す
る
こ
と
は

　
で
き
ま
す
が
、
個
々
の
相
談
に
あ
う
解
決

　
内
容
ま
で
踏
み
込
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
事
業
の
た
め
に
契
約
し
た
も
の

　
で
は
な
い
場
合
は
相
談
可
能
で
す
。

（
例
）

・
業
務
で
の
使
用
目
的
で
な
く
消
費
者
と
し

　
て
結
ん
だ
契
約
ト
ラ
ブ
ル

・
会
社
の
給
湯
器
の
故
障
で
火
傷
し
た
等
の

　
製
品
事
故
（
従
業
員
で
あ
っ
て
も
消
費
者

　
と
し
て
の
相
談
扱
い
に
な
り
ま
す
の
で
、

　
判
断
し
か
ね
る
場
合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
）

※
雇
用
に
関
す
る
相
談
は
消
費
生
活
相
談
で

　
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

Ｑ
：
事
業
者
の
相
談
窓
口
は
ど
こ
に
な
り
ま

　
す
か
？

Ａ
：
日
本
弁
護
士
連
合
会
お
よ
び
全
国
52
の

　
弁
護
士
会
が
提
供
す
る
、
中
小
企
業
を
対

　
象
と
し
た
相
談
窓
口
「
ひ
ま
わ
り
ほ
っ
と

　

ダ
イ
ヤ
ル
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。「
ひ

　
ま
わ
り
ほ
っ
と
ダ
イ
ヤ
ル
」
は
、
電
話
ま

　
た
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
弁
護
士
と
の

次
回
無
料
法
律
相
談

日
時　
２
月
17
日
㈫

　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

場
所　
消
費
生
活
相
談
所
（
南
６
―
２
）

申
し
込
み
先

　
釧
路
弁
護
士
会
帯
広
会
館

�

☎
０
１
５
５

－

66

－
４
８
７
７

　
面
談
予
約
が
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
初

　

回
30
分
は
一
部
の
地
域
を
除
き
無
料
と

　
な
っ
て
い
ま
す
の
で
身
近
に
相
談
で
き
る

　
弁
護
士
が
い
な
い
中
小
企
業
の
方
々
は
ぜ

　
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
５
７
０

－

０
０
１

－

２
４
０

　
相
談
に
あ
た
っ
て
は
、

・
原
則
と
し
て
、
契
約
者
ご
本
人
か
ら
お
願

　
い
し
ま
す
（
役
場
来
訪
が
困
難
な
場
合
は

　
要
相
談
）。

・
相
談
受
付
時
に
は
、
相
談
者
（
契
約
者
）

　
か
ら
氏
名
、
住
所
、
電
話
番
号
、
性
別
、

　
年
齢
、
職
業
な
ど
の
個
人
情
報
を
お
聞
き

　
し
ま
す
（
追
加
情
報
を
お
伝
え
す
る
た
め
）。

・
一
見
そ
の
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決
の
た
め
に
は

　
関
係
な
い
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
事
項

　
も
含
め
、
詳
し
く
お
話
を
お
聞
き
す
る
場

　
合
が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
契
約
に
至
っ
た

　
経
緯
の
ほ
か
、
関
係
書
類
な
ど
を
で
き
る

　
だ
け
そ
ろ
え
て
お
い
て
い
た
だ
く
と
聞
き

　
取
り
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
：
消
費
生
活
相
談
で
休
日
や
夜
間
に
相
談

　
す
る
窓
口
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ
：
全
国
消
費
生
活
相
談
員
協
会
北
海
道
支

　
部
が
「
週
末
電
話
相
談
室
」
を
開
設
し
て

　
い
ま
す
。
※
平
日
は
開
催
し
て
い
ま
せ
ん

　
開
設
日
時　
土
曜
日
午
後
１
時
～
４
時

　
　
　
　
　
　
（
年
始
年
末
を
除
く
）

　
☎
０
１
１

－

６
１
２

－

７
５
１
８

　
夜
間
に
つ
い
て
は
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー

の
Ｆ
Ａ
Ｑ
な
ど
を
参
考
に
し
て
下
さ
い
。

ど
の
相
談
に
つ
い
て
も
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ

た
際
に
は
な
る
べ
く
早
く
窓
口
に
相
談
す

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。 ひまわり

ほっと
ダイヤル
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Hello! Friends! カ
ナ
ダ
の
年
越
し
と
日
本
の
年
越
し

の
違
い

ブ
リ
ア
ー
ナ
・
ラ
ヴ
ィ
ー
ナ

　
カ
ナ
ダ
で
は
親
し
い
友
人
や
恋
人
、
家

族
と
一
緒
に
大
晦
日
を
盛
大
に
お
祝
い
す

る
こ
と
が
一
般
的
で
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
が

終
わ
る
と
す
ぐ
人
々
は
大
晦
日
の
パ
ー
テ

ィ
ー
準
備
を
始
め
ま
す
。
飲
み
物
や
軽
食

を
用
意
し
、
部
屋
を
華
や
か
に
飾
り
付
け
、

当
日
は
お
昼
過
ぎ
く
ら
い
か
ら
家
族
や
仲

の
良
い
や
友
人
た
ち
が
集
ま
り
ま
す
。
み

ん
な
で
ボ
ー
ド
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
だ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
と
過
ご
し
た
楽
し
い
ク

人
た
ち
と
過
ご
す
こ
と
が
多
い
で
す
が
、

必
ず
午
前
０
時
に
は
家
族
に
電
話
し
て
新

年
の
挨
拶
を
し
ま
す
。
ま
た
、
カ
ナ
ダ
で

は
午
前
０
時
に
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ
る

た
め
、
昔
は
家
族
と
一
緒
に
花
火
を
見
に

出
掛
け
て
大
晦
日
を
過
ご
し
た
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
。

　
日
本
で
の
年
越
し
は
、
大
晦
日
よ
り
も

元
日
を
大
切
に
祝
い
、
初
詣
な
ど
の
伝
統

的
な
過
ご
し
方
を
す
る
方
が
多
い
印
象
を

受
け
ま
し
た
。
カ
ナ
ダ
ほ
ど
騒
が
し
く
な

く
、
落
ち
着
い
た
お
祝
い
方
に
新
鮮
さ
を

感
じ
て
い
ま
す
。
私
は
日
本
の
年
越
し
の

過
ご
し
方
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
も
っ

と
た
く
さ
ん
の
行
事
や
日
本
文
化
・
伝
統

を
深
く
学
ん
で
い
き
た
い
で
す
。
今
年
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

リ
ス
マ
ス
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
り

合
っ
た
り
し
て
盛
り
上
が
り
ま
す
。

　
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
を
し
て
時

計
が
午
前
０
時
に
な
る
と
、
近

所
の
あ
ち
こ
ち
か
ら
、
大
き
な

歓
声
や
パ
ー
テ
ィ
ー
ク
ラ
ッ
カ

ー
な
ど
の
鳴
り
物
な
ど
で
新
年

を
祝
う
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
！

　
そ
の
後
は
、
友
人
た
ち
と
今

年
の
目
標
に
つ
い
て
語
り
合
っ

た
り
、
一
年
間
の
素
敵
な
思
い

出
を
振
り
返
っ
た
り
し
な
が
ら
、

夜
遅
く
ま
で
パ
ー
テ
ィ
ー
が
続

き
ま
す
。

　
私
の
場
合
は
、
た
い
て
い
友

友人と年越しを過ごすブリアーナ友人と年越しを過ごすブリアーナさん

20
歳
に
な
っ
た
方
に
国
民
年
金
加
入
の
お
知
ら
せ
が
届
き
ま
す

詳　
細

　
帯
広
年
金
事
務
所

�

☎
０
１
５
５

－

21

－

１
５
１
１

　
役
場
住
民
・
出
納
課
戸
籍
年
金
担
当

�

☎
28

－

３
８
５
６

　
国
民
年
金
は
、老
後
の
暮
ら
し
を
は
じ
め
、

病
気
や
事
故
で
障
が
い
が
残
っ
た
と
き
、
一

家
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
、
働
い

て
い
る
世
代
み
ん
な
で
支
え
よ
う
と
い
う
考

え
で
作
ら
れ
た
仕
組
み
で
す
。

　
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方
は
加
入
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
民
年
金
の
加
入
に
つ
い
て

　
20
歳
に
な
っ
た
方
に
は
、
20
歳
に
な
っ
て

か
ら
お
お
む
ね
２
週
間
以
内
に
日
本
年
金
機

構
か
ら「
国
民
年
金
加
入
の
お
知
ら
せ
」（
国

民
年
金
に
加
入
し
ま
し
た
と
い
う
旨
の
お
知

ら
せ
）
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
併
せ
て
送

付
さ
れ
る
「
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
」
は
保

険
料
納
付
の
確
認
や
将
来
年
金
を
受
け
取
る

際
に
必
要
で
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く

だ
さ
い
。

※�

厚
生
年
金
や
共
済
年
金
に
加
入
し
て
い
る

方
に
は
お
知
ら
せ
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
20
歳
に
な
っ
て
か
ら
約
２
週
間
経
過
し
て

　
も
お
知
ら
せ
が
届
か
な
い
場
合
は
、
国
民

　
年
金
の
加
入
手
続
き
が
必
要
な
た
め
、
役

　
場
も
し
く
は
お
近
く
の
年
金
事
務
所
で
手

　
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

国
民
年
金
保
険
第
１
号
被
保
険
者
と
し
て
加

入
す
る
必
要
が
な
い
方

①
20
歳
直
前
で
海
外
出
国
さ
れ
「
国
民
年
金

　
加
入
の
お
知
ら
せ
」
が
届
い
た
方

・
お
近
く
の
年
金
事
務
所
に
ご
連
絡
く
だ
さ

　
い
。　

②
20
歳
に
な
っ
た
と
き
に
、
配
偶
者
（
厚
生

　
年
金・共
済
年
金
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
）

　
の
扶
養
と
な
っ
て
い
る
方

・
配
偶
者
の
勤
務
先
に
連
絡
し
、
国
民
年
金

　
第
３
号
被
保
険
者
の
手
続
き
を
し
て
く
だ

　
さ
い
。

学
生
納
付
特
例
制
度
と
納
付
猶
予
制
度

◇
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

　
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得
が
少
な
い
た

め
、
ご
本
人
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
制
度
で
す
。

◇
「
納
付
猶
予
制
度
」　

　
学
生
で
な
い
50
歳
未
満
の
方
で
、
本
人
お

よ
び
配
偶
者
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
に
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
制
度
で
す
。
※
平
成
28
年
６
月
以
前

の
期
間
は
、
30
歳
未
満
で
あ
っ
た
期
間
が
対

象
と
な
り
ま
す
。

ミ
セ
ス 

ユ
ミ
子
の 

消
費
生
活
Ｑ
＆
Ａ

「し
ま
っ
た
！
困
っ
た
・
・
・
相
談
だ
‼

～
消
費
生
活
相
談
の
流
れ
に
つ
い
て
～
」
の
巻

第
158
回
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詳　
細　
足
寄
高
等
学
校
☎
25

－

２
２
６
９

　
ス
ズ
メ
よ
り
少
し
小
さ
い
く
ら
い
（
体
長

は
13
㎝
～
14
㎝
）
白
っ
ぽ
い
体
色
に
紅
色
の

額
が
特
徴
的
な
鳥
で
す
（
町
Ｈ
Ｐ
の
広
報
あ

し
ょ
ろ
Ｐ
Ｄ
Ｆ
版
で
は
カ
ラ
ー
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
）。

　
ス
ズ
メ
目
ア
ト
リ
科
ヒ
ワ
属
に
分
類
さ
れ
、

夏
の
間
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
北
部
か
ら
北
米

来
し
、
ベ
ニ
ヒ
ワ
と
一
緒
に
餌
を
探
し
て

い
る
様
子
が
観
察
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
今
年
は
や
っ
て
く
る
で
し
ょ
う
か
？

詳　
細　
九
州
大
学
北
海
道
演
習
林

�

（
南
木
大
祐
・
榎
木
勉
）

�

☎
25

－

２
６
０
８

大
陸
北
部
で
繁
殖
し
、
冬

に
な
る
と
比
較
的
温
か
い

北
海
道
や
本
州
北
部
に
渡

っ
て
く
る
「
冬
鳥
」
で
す
。

た
だ
し
、
毎
年
必
ず
飛
来

す
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ

の
個
体
数
は
年
に
よ
っ
て

大
き
く
変
動
し
ま
す
。

　
九
州
で
は
ほ
と
ん
ど
見

か
け
る
こ
と
の
な
い
鳥
で

す
が
、
飛
来
数
の
多
い
年

で
あ
れ
ば
足
寄
の
市
街
地

で
も
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。

果
実
や
草
木
の
種
、
昆
虫

類
な
ど
を
食
べ
、
数
匹
か

ら
数
十
匹
の
群
れ
で
枯
れ

草
や
雪
が
溶
け
た
地
面
の

上
な
ど
で
餌
を
探
し
て
い

ま
す
。
冬
の
足
寄
町
市
街

地
で
は
他
に
も
同
じ
ア
ト

リ
科
に
属
す
る
マ
ヒ
ワ（
カ

ワ
ラ
ヒ
ワ
属
）
や
ア
ト
リ

（
ア
ト
リ
属
）
な
ど
が
飛

ベニヒワベニヒワ

61
Vol.

�

―
足
寄
高
等
学
校
―

未
来
に
輝
け
！

・「
２
学
年
探
検
学
習
発
表
会
」

　
11
月
27
日
、
第
２
学
年
の
生
徒
た
ち
に
よ
る

「
探
究
学
習
発
表
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
は
、
各
グ
ル
ー
プ
が
自
由
に
テ
ー
マ
を

設
定
し
、
地
域
や
未
来
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な

課
題
探
究
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
生
徒
た
ち
は
、
地
域
の
伝
統
文
化
や
自
然
資

源
の
活
用
、
環
境
保
全
、
地
域
活
性
化
な
ど
、

多
彩
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
徹
底
的
に
調
査
し
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
調
査
に
は
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
や
海
外
研
修
で
の
経
験
も
生
か
さ
れ
て
お

り
、
実
地
調
査
や
国
際
的
な
視
点
を
取
り
入
れ

て
深
く
掘
り
下
げ
て
探
究
活
動
を
実
施
し
て
い

ま
し
た
。

　
発
表
会
で
は
、
創
意
工
夫
に
富
ん
だ
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
多
く
の

方
が
生
徒
た
ち
の
努
力
や
意
欲
を
高
く
評
価
し

て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
こ
の
学
び
の
場
を
通
じ
て
、
生
徒
た
ち
は
主

体
性
や
協
働
の
大
切
さ
を
実
感
し
、
地
域
と
共

に
未
来
を
創
る
意
欲
を
育
み
ま
し
た
。
今
後
も
、

足
寄
高
校
の
生
徒
た
ち
が
、
多
様
な
学
び
と
経

験
を
生
か
し
、
地
域
と
と
も
に
成
長
し
続
け
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

・転入、転出、転居の時
・上下水道の用途が変わるとき（家事用から業務用への変更等）
・上下水道の使用者が変わるとき
・上下水道を再び使用するとき
・家を取り壊して上下水道を廃止するとき（別途給水工事の撤去申請も必要）

　水道の使用開始・中止の手続きは、役場建設課上下水道室の窓口、電話または町ホームページからオン
ラインで行うことができます。オンラインでの申し込みの際は、記載されている注意事項を必ず確認して
から入力フォームに進んでください。

　たいせつに　みずはみんなの　たからもの　たいせつに　みずはみんなの　たからもの 第55号第55号

あしょろの上下水道あしょろの上下水道

上下水道の使用開始・中止のときは、事前に
建設課上下水道室まで届け出てください

　寒い日が続いており、水道管が凍結する可能性のある時期となっています。
　旅行等で長期間家を空ける時、真冬日が続いた時は特に注意が必要なので水落としを行いましょう。
（長期間不在の時は、トイレのタンクの水抜き、便器に溜まっている水に不凍液を混ぜて入れておくと
便器の破損防止になります）
　水道管が凍結または破裂した場合は、速やかに直接足寄町指定給水装置工事事業者に連絡をし、修理を
行って下さい。

詳　細　役場建設課上下水道工務担当　☎２８－３８６８

足寄町指定給水装置工事事業者一覧表

冬季間の水道凍結に注意してください

指定工事業者名 所　在　地 電話番号

株式会社マルヨ産業 足寄郡足寄町北２条３丁目７番地 ０１５６－２５－３０２９

有限会社むとう 足寄郡足寄町南３条３丁目７番地 ０１５６－２５－２４３７

有限会社白沢文栄堂 足寄郡足寄町南５条１丁目18番地 ０１５６－２５－２４１０

有限会社コミヤマ 足寄郡足寄町南２条２丁目12番地 ０１５６－２５－５７６５

・もしも蛇口が凍結してしまったら
　蛇口や水道管が凍結してしまっても熱湯で直接溶かすのはやめま
しょう。
　凍結した蛇口や水道管は、水が氷となって体積が増えることで既
に破裂しそうになっています。熱湯をかけて溶かそうとしてしまう
と、金属部分が急激に温まり膨張することで内圧がより大きくなり、
耐えきれずに破裂してしまいます。ご自身で溶かす際には水道管に
タオルを巻き、その上からぬるま湯をかけてゆっくり溶かすように
しましょう。

ホームページは
こちらから
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「
本
で
旅
す
る
世
界
旅
行
」�

１
月
31
日
ま
で

「
節
分
」�

２
月
３
日
ま
で

「
若
い
人
に
贈
る
読
書
の
す
す
め
」

�

１
月
31
日
ま
で

「『
ウ
タ
』
短
歌
・
和
歌
か
ら
オ
ペ
ラ
ま
で
」 

�

２
月
３
日
ま
で

・
絵
本
展
示

「
お
い
し
い
料
理
召
し
上
が
れ
」

�

１
月
30
日
ま
で

●
雑
誌
「
Ｈ
Ｏ
（
ほ
）」
休
刊
し
ま
し
た

　

北
海
道
の
情
報
誌
「
Ｈ
Ｏ
（
ほ
）」
は
、
２

０
２
５
年
12
月
号
を
も
っ
て
休
刊
と
な
り
ま
し
た
。

　
過
去
２
年
分
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
所
蔵
し

て
い
ま
す
。
地
域
情
報
誌
は
他
に
「
北
海
道
じ

ゃ
ら
ん
」「
財
界
さ
っ
ぽ
ろ
」「
Ｃ
ｈ
ａ
ｉ
」
を

所
蔵
し
て
い
ま
す
。

●
一
般
書

「
ギ
ネ
ス
世
界
記
録
２
０
２
６
」

「
ど
う
ぶ
つ
寝
顔
図
鑑
」�

茜　
灯
里

「
昭
和
界
隈
」
朝
日
新
聞
フ
ォ
ト
ア
ー
カ
イ
ブ

「
ブ
ー
ズ
た
ち
鳥
た
ち
わ
た
し
た
ち
」

�

江
國　
香
織

「
猿
」�

京
極　
夏
彦

「
晴
れ
の
日
の
木
馬
た
ち
」�

原
田　
マ
ハ

●
児
童
書
・
絵
本

「
ダ
ム
の
ひ
み
つ
図
鑑
」

「
開
運
え
ん
ぎ
も
の
図
鑑
」�

高
野　
紀
子

「
わ
た
し
と
わ
た
し
」�

五
味　
太
郎

「
オ
ニ
の
せ
つ
ぶ
ん
た
い
じ
」 

�

岡
田　
よ
し
た
か

「
わ
す
れ
ぽ
ん
た
く
ん
」�

柴
田　
ケ
イ
コ

※�

詳
し
い
新
着
情
報
は
、
図
書
館
内
「
新
刊
案  

内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

い
な
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
違

う
生
き
も
の
同
士
が
お
互
い
の
気
持
ち
を
知
る

に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
こ
の
本
を
読
ん
で
、

馬
を
じ
っ
く
り
観
察
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
頑
張
る
受
験
生
を
応
援
し
ま
す

　
自
宅
に
は
、
動
画
サ
イ
ト
や
テ
レ
ビ
、
ゲ
ー

ム
、
音
楽
、
お
菓
子
な
ど
誘
惑
が
い
っ
ぱ
い
で

す
。
そ
ん
な
誘
惑
を
断
ち
切
り
、
集
中
し
て
勉

強
し
た
い
と
き
は
、図
書
館
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
「
調
べ
も
の
・
学
習
コ
ー
ナ
ー
」
に
自
習
ス

ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

◆
一
人
掛
け
机

（
子
ど
も
用
２
席
・
そ
の
他
11
席
）

※�

飲
み
も
の
利
用
可
（
ふ
た
付
き
な
ど
密
封
で

き
る
も
の
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
）

※
パ
ソ
コ
ン
用
電
源
使
用
可
（
カ
ウ
ン
タ
ー
で

申
し
込
み
が
必
要
で
す
）

◆
４
人
掛
け
テ
ー
ブ
ル
（
子
ど
も
用
１
テ
ー
ブ

ル
・
そ
の
他
２
テ
ー
ブ
ル
）

◆
館
内
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
完
備

※
ゲ
ー
ム
目
的
の
方
は
、
談
話
室
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

●
今
年
の
干
支
は
「
午
（
う
ま
）」

～
馬
が
テ
ー
マ
の
本
あ
り
ま
す
～

　
２
０
２
６
年
の
干
支
「
午
」
を
テ
ー
マ
に
し

た
お
す
す
め
本
を
紹
介
し
ま
す
。

「
颶ぐ
ふ
う風
の
王
」
河
崎　
秋
子

　
十
勝
管
内
在
住
の
直
木
賞
作
家
が
、
東
北
と

北
海
道
を
舞
台
に
描
い
た
物
語
で
す
。
明
治
時

代
か
ら
平
成
に
か
け
て
、
馬
と
と
も
に
歩
む
家

族
の
６
世
代
に
わ
た
る
足
取
り
を
追
い
ま
す
。

読
み
進
め
て
い
く
う
ち
に
、
厳
し
い
自
然
と
馬

と
の
絆
が
心
に
染
み
涙
が
溢
れ
ま
す
。

「
ウ
マ
と
話
す
た
め
の
７
つ
の
ひ
み
つ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
河
田　
桟

　
人
生
の
中
で
一
度
は
、
動
物
と
話
せ
た
ら
い

新
着
図
書

今
月
の
お
す
す
め

～１月の休館日～
１日㈭～３日㈯、５日㈪
12日㈪、19日㈪、26日㈪

～２月の休館日～
２日㈪、９日㈪
16日㈪、23日㈪

あかちゃんタイム
　あかちゃんや小さな子ども連れ
の方などが気軽にご利用いただけ
る時間帯に開催します。
●日時　１月21日㈬、２月４日㈬
　　　　午前10時～午後１時　　

おはなし会

●場所　図書館おはなしコーナー
●時間　午前11時～午前11時30分
・おはなし「たんぽぽ」
（０歳から楽しむおはなし会）

１月はお休みです。
２月４日㈬

・絵本の会「はらっぱ」
（絵本が好きな方ならどなたでも）

１月24日㈯

今
月
の
展
示

お
知
ら
せ

 ルイカ
　 つうしん

図書館情報

足寄町図書館「ルイカ」　
開　館　午前10時～午後６時
休　館　月曜・年末年始
　　　　特別図書整理期間
☎２５－３１８９
ＨＰ　https://www.town.ashoro.
hokkaido.jp/kyoiku-iinkai/toshokan/

図書館情報

・
落
氷
雪
事
故
が
懸
念
さ
れ
る
沿
道
家
屋
等
は
、

雪
止
め
を
設
置
し
、
老
朽
化
に
よ
る
破
損
等

で
落
氷
雪
が
発
生
す
る
場
合
が
あ
る
た
め
、

点
検
し
、
破
損
等
が
あ
っ
た
時
に
は
、
早
急

に
修
繕
し
て
く
だ
さ
い
。

・
落
氷
雪
が
あ
っ
た
ら
、
負
傷
者
が
い
な
い
か

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

・
軒
下
を
通
行
す
る
際
は
、
落
氷
雪
に
注
意
し
、

通
行
し
て
く
だ
さ
い
。

・
交
通
事
故
防
止
の
た
め
、
敷
地
内
の
積
雪
を

道
路
に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

詳
細　
帯
広
建
設
管
理
部
足
寄
道
路
事
務
所

☎
０
１
５
６

－

25

－

２
６
０
１

建
設
総
合
コ
ー
ス
受
講
者
を
募
集
し
ま
す

　
重
機
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
建
設
機
械
を
運

転
す
る
資
格
を
取
得
す
る
と
と
も
に
基
本
的
な

躯
体
工
事
を
習
得
し
、
総
合
的
な
建
設
技
能
者

を
育
成
す
る
コ
ー
ス
で
す
。

定
員　
10
人
（
受
講
料
無
料
）

※�

離
職
者
、
新
卒
者
、
未
就
職
卒
業
者
な
ど
の

求
職
活
動
中
の
方
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

職
業
訓
練
実
施
期
間　
１
月
30
日
～
３
月
４
日

職
業
訓
練
実
施
場
所　
㈱
芽
室
自
動
車
学
校
十

勝
教
習
セ
ン
タ
―

応
募
受
付
期
間　
１
月
22
日
㈭
ま
で

詳
細　
公
益
社
団
法
人
日
高
地
域
人
材
開
発
セ

ン
タ
ー
運
営
協
会

☎
０
１
４
６

－

22

－

２
３
９
４

お
知
ら
せ

「
相
続
登
記
相
談
会
・
就
活
セ
ミ
ナ
ー
」
の
お

知
ら
せ

　
司
法
書
士
に
よ
る
相
続
登
記
に
関
す
る
無
料

相
談
会
と
法
務
局
職
員
に
よ
る
相
続
に
関
す
る

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　
１
月
17
日
㈯

・
相
続
登
記
相
談
会　
午
前
10
時
～
午
後
４
時

　
（
各
回
50
分
）

・
就
活
セ
ミ
ナ
ー　
①
午
前
11
時
～
正
午　

　
②
午
後
２
時
～
午
後
３
時　

会
場　
釧
路
地
方
法
務
局
帯
広
支
局
（
帯
広
市

東
５
南
９
）

対
象　
ど
な
た
で
も

定
員　
相
談
会
36
組
・
セ
ミ
ナ
ー
各
回
24
人

参
加
費
用　
無
料

詳
細
・
申
込
先　
釧
路
地
方
法
務
局
帯
広
支
局

☎
０
１
５
５

－

24

－

５
８
３
７

屋
根
か
ら
の
落
氷
雪
事
故
防
止
等
の
お
願
い

　
毎
年
、
冬
に
な
る
と
沿
道
家
屋
等
か
ら
の
落

氷
雪
に
よ
る
死
傷
事
故
が
多
く
発
生
し
て
い
ま

す
。
通
行
を
円
滑
に
し
、
事
故
を
無
く
す
た
め
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

 

募  

集

　ほんべつ豆まかナイト実行委員会では、ほん
べつ豆まかナイト２０２６を次の通り開催しま
す。当日は、総重量約３ｔを超える豆を使って
の激豆まきをメインイベントに秒速グルメバト
ルや豆浴びなど盛りだくさんの内容を用意して
お待ちしています。豪華景品も当たる豆まき抽
選会も開催しますので、ぜひご参加ください。
日 時　１月24日㈯　正午～午後６時
場 所　本別町体育館（本別町北２丁目）
入場料　無料

ほんべつ豆まかナイト２０２６

詳細　本別町商工会　☎２２－２５２９

第42回　しばれフェスティバル
　第42回しばれフェスティバルの開催が決定し
ました。日本一寒い町、陸別町のお祭りにぜひ
ご来場ください。

日時：２月７日㈯
午後６時～午後９時
２月８日㈰午前９時
30分～午後２時

会場：陸別町ウエン
ベツ　イベント広場

詳細　陸別町役場産業振興課商工業振興担当
　　　☎２７－２１４１

　詳しくはしばれフェスティバル
公式ＨＰをご確認ください。

☎…電話番号
Ⓕ…ファクス
Ⓗ…ホームページ
Ⓜ…メールアドレス

から町別陸 から町別本



今月の表紙

　12月５日㈮に行われた「螺湾保育所での餅
つき」のスナップです。

あ
け
ま
し
て

　
　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

掲載を希望される方は、役場まちづくり推進課広報広聴担当まで
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� （令和６年１月24日生まれ）

　弟が産まれ、お世話をしたい小さな
お姉さん。見てる大人はハラハラドキ
ドキ（笑）食べて寝て、踊ることが大
好きなハッチ（愛称）これからもすく
すく元気に育ってね！
� 秀和・美由紀さ

んの子

　「うちの人気者」では小学校入学前のお子さん
を毎月２～３人掲載しています。
　兄弟・姉妹で一緒に写っている写真もお待ちし
ています！過去に掲載したお子さんも、掲載後１
年経過していれば掲載できます！
　掲載を希望される方は、町ホームページ投稿フ
ォームからお申し込みください！
　お問い合わせは役場まちづくり推進課広報広聴
担当まで。　☎２８―３８６３

うちの人気者
投稿フォーム
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☆新年、あけましておめでとうござ
います。昨年は、皆さんのご協力
のおかげで楽しく取材を行うこと
ができました。
☆その年の世相を漢字１文字で表す
「今年の漢字」に、昨年は「熊」
が選ばれました。理由としては日
本各地でクマが出没し、国民の関
心と不安が集中した年になったこ
とや熊猫（パンダ）が中国に返還
されたことが理由に挙げられまし
た。
☆本年もよりよい「広報あしょろ」
を皆さんにお届けできるよう励ん
でいきたいと思います。


